
座

間
高

校
サ
ッ
カ

ー
部
（
内

田
雅

之

監
督
）
は

、
強
豪
私
学

が
ひ
し
め
く

県

内
高

校
サ

ッ
カ

ー
界
の

中
で
、
公
立
校

な
が
ら

常
に
上
位

に
進
出

す
る
強
豪

校
。

04
年
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
初
出
場
。
関
東

大
会
に
は
、
今
回
を
含
め

最
近
５
年
間

で
３
度
出
場
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

今
年
の

関
東
県
予
選
は
準

々
決
勝

、

準

決
勝

と

、
強

豪

私

学

と
の

紙

一
重
の

接

戦

を

制
し

て

決
勝

に

進
出
。

日

大

藤

沢
と
の

決

勝

で

は

前

半
互

角
、

後

半
や
や

押

し

気
味

に

試

合

を
進

め

、
相

手
ゴ
ー
ル
に
２
度
シ
ュ
ー

ト

を

決
め
ネ

ッ
ト

を

揺

ら

し
た

が

、
ど

ち

ら

も
オ

フ

サ
イ
ド
の

判
定

で

ノ
ー
ゴ

ー
ル
。

座

間
校

選

手

が

天

を

仰

ぐ

シ

ー
ン
が
あ

っ

た

。

日

大

藤

沢

は

試

合
終
了

間
際
の

ロ
ス
タ
イ
ム
に

、
座
間

Ｄ
Ｆ
陣
の
ス
キ

を
つ

き
ゴ
ー
ル
を
決
め

逃
げ
切
っ
た
。

座
間
の
内
田
監
督
は

「
公
式

記
録
で

う
ち
の
シ
ュ
ー
ト
数
は

３
本

。
相
手
を

崩
す
ま
で

い
か
な
い
厳
し
い

試
合
で
し

た
。
す

べ
て
の

面
に
お

い
て
底
上
げ
が

必
要
と

感
じ
ま

し
た
し

、
１
対

１
の
場

面
で
の

課
題
も
見
え
た
」
と
、
決
勝
で

の
戦
い
ぶ
り
を

冷
静
に
分
析

。
「
試
合

で
い
い

結
果
を
残
す
に
は
、
日

々
の
取

り
組
み
、
戦
い
に
向
け

て
の

よ
り
よ
い

準
備
と

質
の
向

上
に

か
か
っ
て
い
る
。

今
回
は
ま
だ

ま
だ
足
り
な
か

っ
た
と

い

う
こ
と
で
す
」
と
厳
し
い
。

し

か
し

関
東

大
会

に

向

け

て

は

、

「
出
場
す
る
大
会

は
、
す
べ
て
頂
点

を

目
指
す
の
が
目
標
で
す
」
と
キ
ッ
パ
リ
。

「
第
２
代

表
の

グ
ル

ー
プ
で
す
が
、
い

い
結
果
を
残

し
て
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
予
選

に
つ
な
げ
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

座

間
高
校
の

関
東
大
会

県
予
選
の

試

合
結
果
は
次
の
通
り
。

２
回
戦

○

３

０

横
浜
創
英

３
回
戦

○

４

０

海
老
名

４
回
戦

○

４

１

秦
野
総
合

５
回
戦

○

３

１

日
大

準
々
決

○

１

０

渕
野
辺

準
決
勝

○

２

２

相
洋

決

勝

●

０

１

日
大
藤
沢

４
Ｐ
Ｋ
３

（
４
月

11
日
～
５
月
９
日
ま
で
、
○
は

勝
ち
、
●
は
負
け
）
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53
回
関
東
高
校
サ
ッ
カ
ー
大
会
・
神
奈
川
県
予
選
の
決
勝
が
５
月
９
日
、

相
模
原
市
の
麻
溝
公
園
競
技
場
で
あ
り
、
地
元
・
県
立
座
間
高
校
は
０

１
で

日
大
藤
沢
に
敗
れ
準
優
勝
。
し
か
し
、
上
位
２
チ
ー
ム
に
あ
た
え
ら
れ
る
関
東

大
会
出
場
権
を
獲
得
。
県
第
２
代
表
と
し
て
６
月
５
日
～
７
日
、
群
馬
県
内
で

行
わ
れ
る
関
東
大
会
に
出
場
す
る
。
同
校
の
関
東
出
場
は
２
年
ぶ
り
４
度
目
。

座

間
、
海

老
名
を
活

動
拠
点

と
す
る

ア
マ
チ
ュ
ア
オ

ー
ケ

ス
ト
ラ

『
さ

が
み

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
』
の

定
期

演
奏

会
が
５
月

30
日


14
時
～
、
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
座

間
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

る
。

入
場

無
料
、
全
席
自
由
。

曲

目
は
ブ
ラ

ー
ム
ス
交
響
曲
第
１
番
、

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

エ
グ
モ

ン
ト

序
曲
な

ど
。

13
時
半
開
場
、
希
望
者
は
直
接
会

場
へ

。
満
席
の
場
合
は

入
場
で

き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

昨
年

１
月
、
新
田

宿
に

『
和

楽
器
専

門

湘
南
』
を
オ

ー
プ
ン
。
お
も
に
琴
、

三

味
線
の
修
理

、
販
売
が
お
仕
事
で
、

座
間
を
拠
点
に
ク
ル
マ
で
出
張
し

、
県

内
各
地
の

お
客
様
を

訪
問
し
て
い
ま
す
。

「
三

味
線
の
三

の
糸
一
本
か
ら

お
届
け

す
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
機
動
力
と
気

の

利
く

サ
ー
ビ
ス
を
モ

ッ
ト

ー
に

営
業

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

一
般
的
に
和

楽
器
店
は
、
○
○

堂
、

○
○
屋
と

い
う
屋
号
が
多
い
そ
う
で
す

が
、
新
し
い
タ
イ
プ
和

楽
器
店

を
目
指

し
「
湘
南
」
と
い
う
名
称

に
し
た
と
の

こ
と

。
ま
た
、
小
田
原

方
面

や
横
浜

方

面
に
出
張
す
る

こ
と
が
多
い
の

で
、
そ

の

中
間
点
の
座
間
を
拠
点

に
選
ん
だ

そ

う
で
す
。
「
日
本
の
伝
統
的
な
楽
器
じ
ゃ

な
い
で
す
か

。
気
軽
に
ふ
れ
て

、
多

く

の
人
が

演
奏
を
楽
し
め
る

よ
う
な
環

境

作
り

を
し
た
い
。
琴

、
三

味
線
が
も
っ

と
身

近
に
な

れ
ば

い
い
な

ぁ
、
と
い
う

気
持
ち
で
す
」
。

30
歳
の
時
、
外

食
産
業
の

調
理
師
か

ら
和

楽
器
業
界
に
転
身

。
北

陸
の
和

楽

器
店
で
の

10
年
間
の
修
行
を
経
て
、
独

立
開
業
。
「
父

が
祭
り
好

き
で

、
子
供

の
頃
は
よ
く
篠
笛
（
竹
製
の

横
笛
）
を

し
の
ぶ
え

吹
い
て
い
ま

し
た

」
と

話
し
ま

す
。
琴

や
三

味
線
を
弾
い
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ

ん
で

し
た
が
、
修
行

中
に
調
弦
を
と
る

ち
ょ
う
げ
ん

程

度
に
弾
け
る

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。
転
身

し
た

当
初

、
ま

っ
た

く
違
う

世
界
だ
と
思

っ
て

い
た

そ
う
で

す
が
、

「
和

楽
器
も

料
理
も

感
覚
や

感
性
の

世

界
。
調
弦
の

際
の

手
の

感
覚
な
ど
が
、

料
理
の
世
界
に
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
と
し
て
、

演
奏
会
の
お
手

伝
い
も
重
要
で

す
。
調

弦
や

楽
器
の
並

び
な
ど

に

気
を
配
り
、

み
な
さ

ん
が
気
持

ち
よ
く

演
奏
で
き
る

よ
う
心
掛
け
て
る
そ
う
で
す
。

「
楽
器
は

マ
メ
に

メ
ン
テ

ナ
ン
ス
す

る
と
傷
み
ま
せ

ん
し
、
長
持

ち
し
ま

す
。

調
子
が
悪
い
な
と

思
っ
た
ら
、
原
因
が

分

か
ら
な
く

て
も
お
気
軽
に
ご
相

談
く

だ

さ

い

」

。

問

い

合

わ

せ

は

、
湘

南

（
臼
井
さ
ん
）

０
９
０
（
１
３
１
３
）

う
す
い

９
１
６
７
へ
。

「
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会

議
開
催
に
伴
う

エ
イ
ペ
ッ
ク

警
備
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
！
」
。
座

間

警
察
署
と

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
座
間
市
安
全
安

心
協
力
会
は
４
月

23
日
午
前
、
小
田
急

線
相
武
台
前
駅
周
辺

で
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首

脳
会
議
に
向
け
た
警
備
強
化
の
啓
発
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
。

同
会

議
は
今
年

11
月
、
横
浜

市
内
で

開
か
れ
る

世
界
最
大
規
模
の

国
際
会

議

で
、

21
の

国
、
地
域
の

首
脳
が
集
ま
る
。

神
奈
川

県
警
で
は
、
す
で
に
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ

に
向
け

た
テ
ロ

、
ゲ
リ
ラ
対
策

に
取
り

組
ん
で

お
り
、
県
内

各
地

で
パ
ト

ロ
ー

ル
や
検
問
、
職

務
質
問

等
の

警
察
活
動

を
強
化
し
て
い
る
。

今

回
の
キ

ャ
ン

ペ
ー
ン
は

、
座

間
市

内
で
も
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
に

関
す
る

警
備
が
強

化
さ
れ

て
い
る

事
を
、
広
く
市
民
に
知

ら
せ
る
の
が
狙

い
。
同
協
力
会

か
ら
寄

贈
さ
れ
た

啓
発
用
の

横
断
幕
を
駅
前
に

掲
げ
、
署
員
と
協

力
会

メ
ン
バ
ー
、
県

警
マ
ス
コ
ッ
ト
の
ピ
ー
ガ
ル
く
ん
約

25

名
が
、
通
行
人
に
啓
発
用
の
チ
ラ
シ
を

配
り
な

が
ら
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
警
備

へ
の
理

解
と
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

座
間

署
警
備

課
で
は
「
特
に
キ

ャ
ン

プ
座
間
周
辺
で
は
、
検
問

や
パ
ト

ロ
ー

ル
、
巡
回
連
絡

等
、
警
察

活
動

を
強
化

し
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
」
。

ま
た

、
「
不
審

な
人
、
不
審
な
物
を
見

か

け

た

ら

、

情

報

提

供

も

よ

ろ
し

く

お
願

い

し

ま

す

」

と

の

こ

と

。

６
月

中

に

は

、

座

間

市

内

で

テ

ロ
対

策

訓

練

も

予

定

し
て

い
る
と
い
う
。

情

報

提
供

は

座

間

警

察

署



０

４

６

（

２

５
６

）

０

１

１

０

、

緊
急

時

は

１
１

０
番
へ
。

江

戸
時
代
後

期
か
ら
続
く
伝
統
行

事

『
座
間
の

大
凧
ま
つ
り

』
が

５
月
４
日

と
５
日
、
相

模
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
、
両
日
で
約

10
万
人
の
見
物
客
が
訪

れ
た
。

座
間
の

大
凧
は
約

13
㍍
四
方
で
総
重

量
約

１
㌧
。
隣
接
し
た
会
場

で
行
わ

れ

る
相

模
原

市
の

大
凧
よ
り

重

量
が
重

い

た
め
、
よ
ほ
ど
い
い

風
に

恵
ま
れ
な

い

と
揚

が
ら
ず

、
毎
年
、
関
係
者
の
ご

苦

労
も
多
い
と
聞
く
。

今
年
は
２

日
間
と

も
風
が

弱
か
っ
た

が
、
初
日
は
終
了
間

際
に
よ
う
や
く

１

分
ほ
ど
揚
が
り
、
２

日
目
に
は
４
分

間

の

大
飛
行
に
成
功
。

50
㍍
の
高
さ
ま
で

揚
が
り
、
見
守
っ
て
い
た
見
物
客
か
ら
、

拍
手
と
歓
声
が
あ
が
っ
た
。

（
写
真
＝
４
日
午
後
３
時
半
頃

、
弱
風

の
中
、
ふ
わ
っ
と
揚
が
っ
た
大
凧
）
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★
本
紙

あ
さ

ポ
ケ
で
は
、
「
い
き

が
い

や
り
が
い
」
「
子
ど
も

記
者
」
に
登
場
し
て
頂
け
る
方
を

募

集
し
て
い
ま
す
。
自

薦

・
他

薦
問
い
ま

せ
ん
。
問
合

せ
は
、
Ａ
Ｓ
Ａ
座

間

０
４
６
（
２
５
１
）
１
８
７
８
、
ま

た
は
編

集

室

０
４
２
（
７
０
２
）
０
６
６
８
ま

で
。

１部４０円（税込）

琴､三味線の和楽器商

臼井 洋一郎さん
新田宿在住


